
平成２４年度事業計画 

 

１．担当理事の役割と活動 

  

１）総務担当    ： 協会の組織・運営及び国内他組織との渉外に関する事項 

２）人材育成担当  ： 職員の資質向上に関する事項 

３）国際担当    ： 国際事業に関する事項 

４）学術情報担当  ： 学術情報資源に関する事項 

 

 

２．委員会の設置、統合、及び主な活動 

 １）教育学習支援検討特別委員会の設置（平成24-26年度） 

   大学図書館における教育学習支援機能充実のための諸方策について調査研究を行う。 

 

○ 新たな活動計画／重点事項 

    ・教育課程と連携した新たなニーズと方策の調査研究 

  ・実践事例の普遍化 

  ・共用ツールやテキストの共同開発 

 

 ２）学術情報流通改革検討特別委員会の学術情報委員会への統合 

   学術情報流通改革検討特別委員会が担当してきた学術情報流通に関わる事業を学術 

情報委員会の事業に追加する。 

 

 ３）学術情報委員会の再編 

   ２）に伴い、学術情報委員会の事業内容を変更する。 

 

○ 新たな活動計画／重点事項 

    ・報告書「電子環境下における今後の学術情報システムに向けて」であげられた課題 

への取り組み 

    ・学術情報流通の在り方と大学図書館が果たすべき役割等についての調査検討 

    ・GIFプロジェクトの評価と運用支援体制の整備 

    ・学術情報の利用と保存に関する検討（継続） 

 

４）総務委員会 

協会の組織・運営及び広報に関する企画・立案並びに協会賞等の企画・審議を行う。 

 

○ 新たな活動計画／重点事項 

  ・協会の事業・運営や活動について広く検討を行う。特に、海外派遣事業の平成25年

度以降の実施、協会の組織・機関・会則等の見直しについて検討する。 

 

５）人材委員会 

  国立大学の図書館が必要とする人材の計画的な育成に必要な事業、図書系職員の処遇問題 

の検討を行う。 

 

○ 新たな活動計画／重点事項 

  ・マネジメント・セミナーの実施と企画立案 

  ・平成25年度以降の海外派遣事業の策定 

  ・人材育成に関する情報発信サイトの検討 

  ・人材委員会の在り方の検討 

 



３．マネジメント・セミナーの開催について 

１）開催日時 

平成２４年６月２２日（金） ９：００～１２：００ 

２）会場 

神戸大学出光佐三記念六甲台講堂 

３）開催テーマ 

   「一歩先の大学図書館戦略を描く～知識イノベーションをめざして」 

 

 

４．国立大学図書館協会シンポジウムの開催について 

 

 

５．学術情報流通改革ワークショップ等の開催について 

 

 

６．地区活動の助成 

  地区協会の事業計画に対し事業費助成を行うことにより、地区活動の活性化を図る。 

 

 

７．海外派遣事業 

 平成23年12月12日付けで長期・短期海外派遣事業を募集しており、選考の上派遣する。 


